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   や外貿ターミナルでの内航フィーダー船荷役
 2）既存ストックを有効に活用しつつ、将来の船舶の大型化への対応性を充分に踏ま
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   図5
           o
                小型船バース
シミュレL一．一Lションモデルの処理概略図
ラベル3による判
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表9 結果の一例
乱数番号
1 2 3 4 5 5回平均
0 688663686680 667676．8
1 671646672667647 660．6
2 658 633 658654639 648．4
3 649 623 64864 629 639．4
4 642619 639640621 632．2







12 598 583 599599 586593．0
13 595 580595594581 589．0
14 590 575591590580 585．2
15 587 574587586576 582．0
































小1 小2 小1 小2 小3
手伝い 0 1 0 1 2 1 0 1 0 1
0 962．6 917 956．2 896．2864675．8 660．6 676．844677．2638．4
1 934．6 875．6 915．6 835．6 8012666．4 651．2660．6 623．6 657．8 613．2
2 916．6 845．4 89t8791．8 754．66 2．6 644．8 648．4610642．4 593．8
3 908．6 825．4 880．2760．8 721．6659．6639．8 639．4598．8630．4578．2
4 870．6 740．4 693．8 6322588．6 622567．2車両
R台 5 861．6 724．8 673．2 627．6 581．6614．8557．2




0 866．4 801．6861 767．2 730．2601．2 593．2 605．6 567．860 560．4
1 856 786．8 846 737．4 698．6 598．8 591．2 598．4 558．2 599．4 550．2
2 851．2 773 837．4 717．4673 599589．4 593 552591．8 541
3 846．2 764．8 830．2 700．6 655597．4 587．4589547．2586．8534．2
4 825．2 690．2 641．2 585．2 543．85 1．6529．4車両
S台 5 820．8 682 628．4 582539．6 578．8524
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      図11 荷役時間と荷役時間の減少率について（車両4台）
一方で車両4台の場合、ガントリークレーンを一基増やしただけで0．64と全体の六割に
達し、2台増やした状態で0．92と9割に達する（図11）。
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図32 小型船担当ガントリークレーンが2墓と3基の場合の比較  （大3 車両3台）
図32は初期条件として大型船担当ガントリークレーンが3基で、車両は1基当たり3台の
場合について、小型船のガントリークレーン初期条件が2基の場合と3基の場合による
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図35  車両のみが手伝う場合  （車両4台 大2）
図35は初期条件としては大型船担当ガントリークレーンが2基で、車両は1基当たり4台
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2）  国土交通省港湾局 平成15年度 全国輸出入コンテナ貨物流動調査 調査結果
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